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 ２０１６年１２月発行                          第８５号 

 エコネット町田 通信  

       ECONET Machida  Newsletter 

 

今年の恩田川でのフィールドワーク報告 

 秋に恒例になっている恩田川の近隣の小学校児童向け河川でのフィールドワークを行いまし

た。高ヶ坂小学校は５年の組み毎に、南成瀬小学校は 5年生全員を対象に９０分での野外環境

学習です。町田第五小学校とは「ふれあいサタディ」という同校独自企画での受け入れです。 

 

①高ヶ坂小学校 

 今回は昨年に続く３回目で、学校側と事前

打合せしていた予定日は連続して発生した大

型台風などのため計画通りできなく、日程調

整に苦労しましたが、９月２７日と１０月 

１１日に無事実施。 

 児童数は各組とも３０名強、場所は学校か

ら徒歩３分くらいの高瀬橋の親水広場。当方

は２名と学校側から担任の先生とボランティ

アコーディネーターの５名で対応。 

 出発に先立ち学校で恩田川の歴史や注意点

などのほか、学校から当会の活動内容なども

との要請があったので活動状況を説明。現地

では、最初の２０分間は４人グループでの水

質検査。川の水には様々な有機物が混ざって

おり、これを浄化するには水中の酸素が必要

で、この酸素量を測るためのテスト(COD検査)

を行いました。 

 次に透視度計できれいさも測定。当日採集

した川の水と近くの弁天池の水との比較もし

てみました。清掃活動のあとは網での魚とり

や、石の下にいる生き物調べなどに歓声をあ

げていました。 

 

②南成瀬小学校 

 今回で連続４回目の体験学習で１０月１３

日の３〜４時限を利用し実施。５年生３クラ

スの９８名を対象に、恩田川の高瀬橋近くの

親水広場で実施。人数が多いので、当各クラ

スを２名で担当することにし、会員以外の２

名の応援を頂き７名で対応しました。 

 事前打ち合わせでは、児童数が多いことか

ら、担任の先生に CODと透視計を持ち込み使

用方法など具体的に説明し、当方で作成した

「栞」をもとに、児童に事前に学習内容を説

明することお願いしました。５年生の主幹の

先生は積極的な元気な女性で、自ら鶴見川の

源流場所に足を運び湧水をボトルに持ち込み、

恩田川との比較できるような準備もしていま

した。 
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４人ごとに透視度調べと CODのパックテス

トの二つの水質調査を最初に実施。結果はき

れいな水とわかり納得していたようです。ゴ

ミがなかったので清掃は早々に切り上げ、魚

とりなどの生物調べには皆熱心に取り組んで

いました。この親水広場は全体にコンクリー

トを固めら浅瀬になっているので、魚とりは

難しいのですが、慣れた児童たちはアブラハ

ヤ、川エビなどをとっていました。 

 最後はパネルでの恩田川の魚やカワセミな

どの鳥の説明。河川がきれいになると、魚も

棲むようになり、その魚を餌とするカワセミ

も増える。身近な事例で環境の大切さを伝え

ました。１００名近くの野外授業でしたが皆

さんの協力もあり無事終了。 

 

③町田第五小学校 

 １０月２２日の土曜日は、曇り空で、肌寒

さも感じられる日でした。この体験学習は９

時に学校出発し、１２時までに帰校するとい

３時間のプログラムで、活動場所は南大谷の

自動車教習所近くの桜橋の親水広場。９時 

２０分頃には児童２０名のほか先生や担当の

PTAの皆さん、父兄も加わり総勢３０名が現

地に到着しました。 

 最初は当方で作成した「栞」をもとに昔の

恩田川の様子や、水質調査の方法や注意点な

どを説明し、当会のボランティア活動の話も

しました。そのあと４〜６年生ごとに分けて、

透視計や CODによす水質調査。当日の川の水

は予想以上に綺麗な結果でした。恩田川での

この体験学習は希望者が多く、人気講座の一

つとのことでした。 

 清掃時間は二人組で２０分程度でしたが、

様々なゴミがあり熱心に回収してくれました。

残りの時間は魚とりなどの生物調べは子供た

ちにとって最大の楽しみのようでした。肌寒

い日なので、長時間の水の中での活動に心配

したのですが、皆、網を川に入れ夢中になっ

ていました。 

 ヨシノボリ・アブラハヤ・ドジョウ・ザリ

ガニ・川エビなどいろいろな魚を上手に採取

したのには我々も驚きました。川岸にはクレ

ソンも見られ、父兄の皆さんに説明したとこ

ろ、恩田川の水の綺麗さに実感した様子でし

た。             （瀬川記）

 

 

麻生総合高校 ― 真光寺川の清掃とボランティアについて学ぶ！ 

11月１日、今年も麻生総合高校のボランティア体験学習が行われました。西川先生と１年生

２３名が参加し、当会から山本代表他４名が対応しました。 

この日はあいにく雨のため、川の中の清掃をやめ、川の周辺道路の清掃と室内でのボランテ

ィアについての座学が中心となりました。 

９時３０分広袴公園に集合ののち、真光寺川を下堰親水までゴミを拾いながら下り、近くのい

ちょう会館へ行きました。ここで山口元代表から真光寺川と真光寺川を清流にする会のボラン

ティア活動について、山岡会員から真光寺川の魚について、山本代表から鳥についての説明を

聞き、質疑を行いました。その後生徒たちは昼食をとり、学校へ戻っていきました。 

                               （記：黒田） 
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第１回町田生きもの共生フォーラムの報告 

 

このフォーラムは１１月２３日、町田市生

涯学習センターホールで行われ、１００名を

超す方が集まり、パネル展示先は２５団体で

した。 

市側は町田市環境資源部市資源・自然共生

課と生涯学習センターが窓口でした。 

創めてのフォーラムでしたが、市民の関心の

深い内容でしたので以下簡単に報告いたしま

す。 

 

 基調講演 

 最初に和光大学で生物多様性の調査研究の

ほか鶴見川で学生との環境保全活動（かわ道

楽）を指導している堂前雅史先生の基調講演。

先生は市民大学環境講座でのプログラム委員

の座長を委嘱されており、エコネット町田に

も関わりが深い方です。 

 講演内容は「都市の生物多様性と次世代へ

の承継」というテーマで、生物多様性を「生

きものたちのにぎわい」という平易な表現で

お話しになり、生態系の多様性の意義につい

て説明されました。生物多様性 は人間との関

わりに大切なことを学術面・法制面などから

も述べられました。 

 町田市は鶴見川と境川流域の源流都市で多

丘陵の里山が混在する地域なので、この地域

に即した具体的な関わりかたの提言が印象的

でした。先生は学生と「かわ道楽」というフ

ィールドワークで実践活動している現状もお

話になりました。 

  

 

 

 

事例報告 

 次に堂前先生が司会するトークセッション

では３人のトーカーによる事例報告でした。

最初は学校の裏山にある自然林や校庭に湧き

出す地下水など恵まれた自然環境を活用した

体験生習をしている小山田小学校の百田主幹

教師のお話でした。 

 次いで「鶴見川・恩田川の川づくり」と「北

部丘陵保水の森の保全活動」を永年している

鶴見川源流ネットワークのリーダーの西池淳

一さん。最後は子供達に体験的環境学習活動

（つくし野ビオトーププロッジェクト）をし

ている小池常雄さん。 

 小池さんのお話しはつくし野小学校の元校

長の田村先生（故人）との出会いが活動の原

点と伺い、小中高生向けに学習支援を行って

いる我々の活動につながるものがありました。

活動を始めたきっかけや、最近の新たな対応

なども話されました。 

 町田市では２０１５年から２０２１年まで

７年をかけ、将来にわたり生きものと共に豊

かなに暮らして行けるような共生プラン計画

中で、活動拠点づくり、交流の場づくり等の

５項目で構成され、このようなフォーラムも

その一環とのことでした。小島環境資源部長

と言葉を交わしましたが、このフォーラムの

反響に喜んでいました。 

（瀬川記） 
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２０１６年９月Ｔ＆Ｄの要旨 

シンギュラリティ（技術的特異点） 

人類は果たしてＡＩを制御することが出来るだろうか？ 

                     山口拓郎 

Ⅰ．はじめに 

 最近の新聞の見出しにＡＩの文字が躍って

いない日はない。ＡＩとは人工知能、つまり

知能を備えた機械のことである。ＡＩによっ

て、自動車の自動運転、ドローンによる配送、

ロボットの活用等々人類の未来はバラ色に輝

いているように思える。 

 しかし果たしてそうだろうか。２０１６年

３月、囲碁で世界ランキング１位の韓国選手

がＡＩに敗北した記事に衝撃を受けた。チェ

スは２００６年に敗れている。将棋は既に敗

色濃厚である。王座戦で挑戦者の三浦九段が

ＡＩソフトを援用した疑いで失格処分を受け

たことは記憶に新しい。囲碁は複雑なゲーム

で容易にＡＩの軍門に降らないであろうとさ

れてきた。人類の最高峰の頭脳がやすやすと

破られてしまったことに戦慄を覚えた。 

 これまで手放しで期待していたＡＩの将来

について改めて考え直さなくてはならないと

思い始めた。人類は知的好奇心の赴くままこ

れまで未知の分野を探求してきた。それは人

類のみに与えられた特殊な能力と誇りにして

きた。しかし野放しの探求心は許されていい

ものだろうか。しかし、それは人類が負った

業と言えないだろうか。将来、人類果たして

ＡＩを制御することが出来るだろうか？ 

 

Ⅱ．技術進化の歩み 

 技術開発の歩みをふるりかえってみよう。 

 １．第一次産業革命 

 １８世紀末、蒸気機関の発明により紡績機

が造られ、安価・上質な繊維製品が大量供給

されるようになった。軽工業分野の勃興であ

る。識字率を高めたグーテンベルグによる活

版印刷の発明に触発されたといわれている。 

 ２．第２次産業革命 

 １９世紀末、自動車のエンジンが登場、電

気エネルギーによる大量生産も可能になって

きた。 

 ３．第三次産業革命 

 ２０世紀末、半導体が発明された。コンピ

ューターが造られ、様々な分野へ浸透してい

った。 

 ４．第４次産業革命 

 ２１世紀初頭、ＬＳＩの集積度が高まり人

工知能・ビックデータ・自動制御・クラウド

が登場してきた。今や、これまでの延長線上

ではなく人智を凌駕する異次元の領域に入る

事態が進行し通あるように思える。 

 

Ⅲ．ＡＩの誕生 

 コンピューターはかって蒸気機関車が肉体

労働で実現したことを知的労働で実現すると

いわれている。ハード、ソフト両面の開発が

いずれ人間の知能に限りなく近い領域まで模

倣できるようになるだろう。 

 米インテル社の創業者の一人であるゴード

ン・ムーアは１９６５年に自らの論文に「集

積回路（ＬＳＩ）上のトランジスター数は１

８か月ごとに倍になる」と予言した。１枚の

チップに集積される部品数はプロセスの微細

化とチップ面積の拡大の２つの要素の掛け合
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わせで倍加する。従って、２年後には２．５

２倍１０年後には１０１．６倍、２０年後に

は実に１０３２１．１倍集約されることにな

る。この「ムーアの法則」は定量的にはとも

かく定性的には正しいことがその後の経緯で

証明された。ＬＳＩを実装するコンピュータ

ーの性能を飛躍的に向上させた。ＡＩの誕生

である。 

 

Ⅳ．ＡＩの進化 

 ＡＩは、推論と学習機能を備えている。 

推論とは蒐集した知識を元に新しい結論を得

るを言い、学習とは収集した情報から将来使

えそうな知識を見つけることを言う。つまり

判断能力を有していることを意味する。その

基盤をなしている技術は音声認識・画像認

識・感性処理・機械学習・自然言語処理・情

報検索・データ検索・知識表現・データマイ

ニング・ニューラルネットワーク・ヒューマ

ンインターフェース等々多岐にわたる。 

 ジョン･サールはＡＩを「弱いＡＩ」と「 

強いＡＩ」に区分した。「弱いＡＩ」は如何に

優れていても特定の問題解決器でしかない。

例えばチェスのＡＩはチェスに関してはチャ

ンピオンを凌駕するが人間のような自意識を

持つことはなく真に思考することはない。こ

れに対し「強いＡＩ」とは、人間の知能に限

りなく迫り、幅広い知識と何らかの自意識を

持つようになる。単なる道具ではなく精神が

宿るとされる。 

 

Ⅴ．シンギュラリティ― 

 ＡＩの進化はめざましい。個別の分野にお

いては人間の能力に迫り、最早凌駕しようと

さえしている。「強いＡＩ」は日々進化を遂げ

つつある。人間の知能に達しいずれ人知を超

える日が来るかもしれない。未来学者レイ・

カーツワイルは、いずれＡＩが人間の能力を

超えると述べ、その出来事をシンギュラリテ

ィ―（技術的特異点）と呼んだ。彼は歴史的

研究の結果、技術的進歩が指数関数的成長パ

ターンに従っていると結論付け、特異点が迫

っているという説の根拠にしている。これを

「収穫加速の法則」と呼ぶ。彼は集積回路が

指数関数的に細密化してきているという「ム

ーアの法則」を一般化し、集積回路が生まれ

る遥か以前の技術も同じ法則にしたがってい

るとした。彼によれば、ある技術が限界に近

づくと新しい技術が代替えするように生まれ

て来るパラダイムシフトがますます一般化し

「技術革新が加速され重大のものとなり人類

の歴史に断裂を引き起こす」と予測している。

カーツワイルは特異点が２１世紀末まで起き

ると確信しており、その時期を２０４５年前

後としている。 

 

Ⅵ．「シンギュラリティ」に対する反響 

 ２００５年、カーツワイルがシンギュラリ

ティの説を発表すると各方面から賛否両論が

寄せられた。 

（１）否定論からの批判 

 ①物理的観点からの批判 

あらゆる指数関数的成長は永遠に継続するこ

とはできない。遅かれ早かれ必要な資源を消

耗し停滞・崩壊する。 

 ②社会経済的観点からの批判 

物理学的、技術的に可能だとしても、経済、

社会、法律的に実現が困難であろう。許容さ

れない。 
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③生物学からの批判 

生物学的に脳の機能を理解していない。生物

のゲノムはトランジスターと同等とみなすこ

とはできず、脳の構造や成長を無視している。 

（２）肯定論からの批判 

 考えられる超人間的知性のなかには、人類」

の生存や反映と共存できない目的を持つもの

があるかも知れない。例えば、人間にはない

感覚、感情、感性が生まれてくる可能性があ

る。著名な宇宙物理学者スティーブン・ホー

キングは人間の能力を超えるＡＩは将来人類

を滅ぼす危険性がある。生物学的進化に制約

されている人間はＡＩの発達に対抗するのは

困難だと述べている。 

Ⅶ．むすび 

 技術の進歩は非可逆的だといわれている。 

ＡＩを駆使してきた人類が逆にＡＩに支配さ

れる、それは将に悪夢である。一部の識者は、

先端技術の開発を自由に許すことは危険だと

言い、制約すべきだと主張している。しかし

それは目下のところ異端児の説に近く怒涛の

様なＡＩ礼賛の論調にかき消されてしまって

いる。２０４５年は最早指呼の間にある。人

類は果たしてＡＩを制御することが出来るの

だろうか？ 

 

 

第２５回町田エコフェスタ２０１６開催される 

今年も好天の下１０月２日、第２５回町田エコフェスタ２０１６が開催されました。 

１万４千人の来場者を迎え盛大に開催、無事終了しました。 

リサイクルセンターは再建へ、同所での開催は今回が最後になります。

１０月２日、日曜日、今年は日本への台風

接近が多く心配されましたが、この日は雲一

つない秋晴の好天に恵まれ、総勢１万４千人

に上る来場者を迎え、第２５回町田エコフェ

スタは無事開催できました。 

開催２５回は町田市のイベントでは最長寿

に入ります。若い家族ずれの来場も無論あり

がたいですが、ご高齢ながら半日来場してい

ただき「エコフェスタは前から知っている」

と言って、種々のエコボランティア団体のテ

ントを回ってくれたのは、出展者、実行委員

への大きな支援でした。回を重ねるに伴いマ

ンネリ、停滞に不安だった関係者は例年同様、

それ以上に終了できたことで安堵いたしまし

た。 

本会報では既にお知らせしましたが、現在 

 

の小山田材の小山田リサイクルセンターは老

朽化のため、再建されることになりました。

同センターの外周は一部着工、整備が始まり

来年、次回エコフェスタは他の場所に移らけ

ればなりません。町田市の新しいゴミ処理施

設の計画では建設費約３５０億円、完成が２

０２１年（東京オリンピック・パラリンピッ

クの翌年）という大事業となります。ゴミ、

エコ、資源、エネルギーの問題は町田市に限

らず、東京都、さらに日本が抱える問題でも

あります。市民が、より快適に生活できるた

めに塾考した再建を期待したいと思います。

たとえ建設経費が多くとも将来は無駄ではな

いでしょう。資源、エネルギーを大切にし、

道路、川に空き缶やビニールの散乱しない町
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にするために、完成後の新センターが市民の

拠り所となって欲しいものです。 

 今年の第２５回エコフェスタが盛り上がっ

たのは、皆さんが、当地での最後のエコフェ

スタとご存じだったからでしょうか。多くの

協力者の尽力で続いてきた「エコフェスタ」

だから来年もやろうと、実行委員会ではフェ

スタ終了直後から会議を開き、反省会と次回

開催会場探しを行いました。お蔭を以って１

１月には、市庁舎での開催が決定できました。

この経緯は、芹が谷公園、尾根緑道、忠生公

園、成瀬体育館、そして薬師池公園など提案

から討議が有り、最後に思い切っての市庁舎

の決定となりました。ただ広い、青空の下と

は異なりどうしても小規模、コンパクトにな

ることから大変迷いました。 

 来年２０１７年第２６回エコフェスタは１

０月１日、日曜日です。会場が近い好条件の

市庁舎での新しいエコフェスタにぜひお出か

け下さい。実行委員会はとにかく小規模でも

内容のある、和やかなイベントをと願ってい

ます。 

２０１６年第２５回町田 

エコフェスタ・トピックス 

〇好評のスタンプ・ラリーにベビーカーを押

して回っていたお母さんもありました。勿論

「エコネット町田」も出展、スタンプ・ラリ

ーにも「魚の問題」で出題しました。 

〇平日も同センターで販売しているリサイク

ル家具店がこの日も賑わいました。何と言っ

ても安価が良いのです。他に食器、腐葉土販

売も好評でした。 

〇おもちゃ病院開催 

何でも買える時代ですが、気に入ったおもち

ゃを修理して使う「大切にする」心がありま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇ゴミ収集車と水素自動車の展示 

いつもお世話になっている青色のゴミ収集車

を近くに、運転席に乗ったり珍しい体験でし

た。また水素自動車はレースカーを思わせる

スタイルが注目でしたが、1台 1千万円以上、

燃料の水素が 1 リットル千円以上との説明で、

集まった人々もため息交じりでした。 

〇太陽光発電展示 

次のエネルギーとして期待されているが今一

つ普及しないのはやはり高額だからでしょう

か？ 

〇テント販売の玉こんにゃく、ぜんざいが好

評、皆さん笑顔で食べていました。 

〇ステージの中学生・高校生のコーラスは会

場を爽やかにしてくれました。日々忙しい人

も晴天の一時でもここで楽しんでほしいと思

いました。 

〇東側芝生広場でのフリーマーケットは年々

増え、今年も全部回り切れない来場者で賑わ

いました。 

 

ご協力ありがとうございました。 杉山 誠 
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新しい「エコネット町田」のホームページが開設されました！ 

ホームページへのアクセスは：http://econetmachida.web.fc2.com/ 

 

メンテナンスの都合、休止の状況だった「エコネット町田のＨＰ」が浅木哲夫様のお力によ

り、装いも新たに開設が出来ました。浅木様本当にありがとうございます。 

今後ともホームページの更新等でお世話になり続けます、宜しくお願いいたします。 

 

これからもより良いホームページが出来ます様皆様のお力、ご意見を反映させていきたいと

思っております。皆様のご協力をお願いいたします。 

 

 ホームページに関するご意見・ご要望は樋渡までお願いいたします。 

 

行 事 案 内 

 

行事名 

 

実施場所 

実施日  

実施時間 1月 2月 3月 

恩田川清掃 恩田川上流端～旧高瀬橋 05 02 02 10時 

真光寺川清掃 真光寺川全域 -- -- 12 9時 30分 

境川清掃 鹿島橋近辺 12 -- 09 10時 

滝の沢源流公園清掃 公園内 22 26 26 10時 

推進連絡会 市民フォーラム 4階ボランティア 

活動室Ｂ 

22 26 26 14時 

Ｔ＆Ｄ 同上 22 -- 26 15時以降 

★真光寺川清掃はお休みで「真光寺川を清流にする会」１月は散策会です。 １月８日（日） 

「座間の湧水のこみち」を散策します。 
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